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姉妹よ、
まずかく疑う
ことを習え。
「男が決める⼥の問題」
『新⽇本』1918年11⽉号
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産
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�
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す
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努
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現
わ
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あ
る
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�
女
性
の
反
逆—

—

精
神
的
及
物
質
的
方
面
よ
り
見
た
る
産
児
制
限
問
題
�
�
解
放
�1921

年1

月
号

戦後家族制度の廃止によって家督相続の必要がなくなって結婚の自由がえられたのはいいが夫婦同姓の規定はこれも
また無用の長物として生き残ってしまった。このため結婚や離婚のたびごとに姓をかえる必要によって迷惑するのは
女性である。「結婚・財産・家名」『婦人問題懇話会会報』2号、1966年5月

大
胆
に
率
直
に
自
己
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意
思
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示
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史
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婦
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政
権
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�
婦
人
公
論
�1946

年4

月
再
生
号

山川菊栄（1890-1980）

日本では日常茶飯事となっている婦人同乗客に対
する「悪戯」や、婦人通行者に対する侮辱的嘲弄
的な言辞は、いわゆる「暴行」と共通の性質をも
っている。「資本主義の社会と性的犯罪」『女
性』1928年2月号

そこでわれわれは、頭脳労働と筋肉労働とを問わず、すべての職業を通じて男女の賃銀に差等を附
せられていることが、どれほど有害な結果を生んでいるかを知る以上、当面の問題としては、極力
これに反対し、あくまで差別撤廃のために戦わねばならぬことはもちろんである。「職業婦人問題
の諸相」『婦人公論』1925年3月号



⼭川菊栄記念会について

⼭川菊栄記念会は、1981年に⽥中寿美⼦・�⽯井雪枝・�菅⾕直⼦・⼭川振作等に
よって設⽴されました。主な事業として、毎年度に実績を⺬された⼥性問題に関
する地道な研究・調査等のなかから、�将来に期待される個⼈・グループ・団体に
対し「⼭川菊栄記念婦⼈問題研究奨励⾦」�(通称・⼭川菊栄賞)を贈呈してきまし
た。左右に掲げた、40件（特別賞を含む）に上る贈呈対象作品や活動は、1981年
度から2014年度までの⼥性学、ジェンダー平等をめぐる30年以上にわたる⼤きな
進展をあらわすものであり、2015年に、第34回をもってこの事業に区切りをつけ
ました。

記念会では⼭川菊栄の⽣誕を祝う節⽬の周年事業として、連続学習会やシンポジ
ウムの開催を続けており、⼭川菊栄の軌跡を学びなおすとともに現代的意義を再
検討しながら、若い世代に伝えることをめざしています。
2011年制作のドキュメンタリー映画ＤＶＤ「姉妹よ、まずかく疑うことを習え―
⼭川菊栄の思想と⾏動」（⼭上千恵⼦監督作品）やシンポジウムの記録集など各
種刊⾏物のくわしいご案内は、Webサイトから情報提供しています。

神奈川県⽴図書館蔵・⼭川菊栄⽂庫について

⼭川菊栄�(1890-1980）− フェミニズムの源流 −

1890(明治23)年東京の麹町区四番町（現・千代⽥区九段北）に⽣まれ、東京府
⽴第⼆⾼等⼥学校を経て⼥⼦英学塾�(現・津⽥塾⼤学)を卒業。『⻘鞜』誌上で伊
藤野枝との「廃娼論争」で論壇にデビューし、26歳で社会主義者の⼭川均と結
婚。⼤正デモクラシーのなか与謝野晶⼦や平塚らいてうとの「⺟性保護論争」の
ほか、「産児調節論争」や「労働組合婦⼈部論争」などに社会主義フェミニズム
の⽴場から加わりました。厳しい⾔論統制の下でも切り⼝の鋭さ、知識の豊富
さ、論理の厳正さは群を抜き、その主張は、リプロダクティブヘルス/ライツ、
セクシャルハラスメント、夫婦別姓問題、同⼀価値労働同⼀賃⾦など、現代的課
題につながる先⾒性に満ちています。戦時下では平和主義を堅持しつつ、藤沢に
住み「湘南うずら園」を営業。地元の村岡村（当時）地区の⼈々からの聞き書き
を元にした『わが住む村』を著し、亡くなる1980年までこの地に住み続けまし
た。1947（昭和22）年から1951（昭和26）年まで初代・労働省婦⼈少年局⻑
として、⼥性や年少労働者の問題解決のため奮闘。その後、1953（昭和28）年
に雑誌『婦⼈のこえ』を創刊し、また1961（昭和36年）年婦⼈問題懇話会を設
⽴して⼥性解放の活動家や評論家、研究者など多くの後進を育てました。⼀⽅、
⼥性たちの⽇常の営みを⺟・⻘⼭千世の体験とともに著わした『武家の⼥性』
『おんな⼆代の記』などの平明な作品は、男⼥を問わず⼈々を魅⼒ある歴史の世
界にいざなってきました。1975（昭和50）年には、『覚書 幕末の⽔⼾藩』
（岩波書店）で第2回⼤佛次郎（おさらぎじろう）賞を受賞しました。

山川菊栄賞受賞作品が並ぶ神奈川県立図書館1階
「山川菊栄コーナー」
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澄
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美 

�
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ホ
�
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る
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と
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世
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度) 
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子 

�
日
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日
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ち
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�
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ツ
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勁
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書
房)

かつて「かながわ⼥性センター」にあ
った⼭川菊栄⽂庫については、⼭川菊
栄のご遺族から寄贈された蔵書や資料
で成り⽴っていましたが、⼥性センタ
ーの藤沢への機能移転にともない、神
奈川県⽴図書館へ移管されました。
2022年9⽉にオープンした図書館の
新館「共⽣」の棚に「⼭川菊栄コーナ
ー」が常設されています。2024年現
在収蔵庫の⼯事中につき閲覧停⽌にな
っていますが、完成する2026年度以
降に閲覧が全⾯的に再開され、⼭川菊
栄記念会が協⼒して整理にあたってき
た資料も順次公開の予定です。

表側の名言の詳しい解説は「山川菊栄の名言エッセンス」『資料部情報』4号にアクセスしてください。


